
一
頁

【
問
題
一
】

左
の
〈
史
料
一
〉
を
読
み
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

〔
設
問
一
〕
こ
の
文
書
は
い
つ
作
成
さ
れ
た
か
。
ア
～
オ
の
中
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。

ア

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日

イ

昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日

ウ

昭
和
二
十
六
年
九
月
八
日

エ

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
九
日

オ

昭
和
三
十
二
年
四
月
十
日

〔
設
問
二
〕
こ
の
史
料
か
ら
日
本
の
戦
後
教
育
に
つ
い
て
何
か
語
っ
て
み
よ
う
。

〈
史
料
一
〉

（
一
）
日
本
代
表
は
充
分
な
防
衛
隊
を
も
つ
に
は
四
つ
の
制
限
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
の
制
限
と
は
法
的
、
政
治
的

な
い
し
社
会
的
、
経
済
的
及
び
物
理
的
な
も
の
で
あ
る
。

（
イ
）
法
的
制
限
と
は
、
憲
法
上
の
制
限
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
第
九
条
は「
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と

す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
ま
た
は
武
力
の
行
使
は
国

際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

前
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
こ
れ

を
認
め
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

憲
法
の
起
草
者
は
ま
た
改
正
手
続
を
特
に
困
難
に
す
る
こ
と
に
注
意
を
払
つ
た
。
国
政
指
導
者
が
憲
法
改
正
を

必
要
と
す
る
と
確
信
し
て
も
、
近
い
将
来
に
お
い
て
か
か
る
改
正
は
実
行
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
ロ
）
政
治
的
な
い
し
社
会
的
制
限
と
は
、
占
領
当
局
が
憲
法
起
草
に
当
つ
て
考
慮
し
た
政
策
そ
の
も
の
に
基
く
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
人
は
占
領
八
年
間
に
お
い
て
何
事
が
起
ろ
う
と
銃
を
と
る
な
と
教
え
ら
れ
た
。
か
か

る
教
育
に
よ
つ
て
最
も
影
響
を
う
け
た
の
は
、
最
初
に
徴
募
を
う
け
る
べ
き
若
者
達
で
あ
る
。
そ
の
外
に
婦
人
、

知
識
層
、
遺
家
族
達
が
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
達
は
右
以
外
の
説
得
は
到
底
聞
き
入
れ
な
い
の
で
あ
る
。

〈
中
略
〉

（
ニ
）
物
理
的
制
限
と
は
、
募
兵
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
国
民
が
自
分
の
外
に
自
分
を
守
る
も
の
が
何
処
に
も
な
い
と

い
う
こ
と
を
確
信
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
―
日
本
の
場
合
こ
れ
は
教
育
な
い
し
方
向
転
換
の
問
題
を
意
味
し
、
従

つ
て
相
当
の
時
間
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
―
多
数
の
青
年
を
早
急
に
徴
募
す
る
こ
と
は
単
に
モ
ブ
（
群
集
）
を
つ
く

る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
共
産
主
義
者
の
浸
透
政
策
に
よ
つ
て
こ
れ
ら
の
青
年
が
そ
の
銃
を
母
国
に
向
け
な
い
と
は

限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
多
数
の
青
年
を
急
激
に
募
る
こ
と
は
日
本
に
お
い
て
は
不
可
能
で
あ
る
か
、
ま
た
は
す
こ

ぶ
る
危
険
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
憲
法
の
禁
止
に
よ
つ
て
徴
兵
は
で
き
な
い
。

〈
中
略
〉

（
二
）
本
会
議
の
参
加
者
は
こ
れ
ら
の
制
限
を
認
識
し
、

（
イ
）
日
本
に
し
か
る
べ
き
防
衛
隊
ら
し
き
も
の
を
創
設
す
る
の
み
な
ら
ず
、
維
持
す
る
た
め
に
す
ら
、
か
な
り
の
額

の
軍
事
援
助
が
来
る
べ
き
何
年
間
か
の
間
必
要
で
あ
る
こ
と
に
意
見
一
致
し
た
。･･･

〈
中
略
〉

（
ハ
）
本
会
議
参
加
者
は
、
日
本
国
民
が
自
己
の
防
衛
に
関
し
よ
り
多
く
の
責
任
を
感
ず
る
よ
う
な
気
分
を
国
内
に



二
頁

つ
く
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
意
見
一
致
し
た
。
愛
国
心
と
自
己
防
衛
の
自
発
的
精
神
が
日
本
に
お
い
て

成
長
す
る
如
き
気
分
を
啓
蒙
と
啓
発
に
よ
つ
て
発
展
す
る
こ
と
が
日
本
政
府
の
責
任
で
あ
る
。

【
問
題
二
】
左
の
〈
史
料
二
〉
を
読
み
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

〔
設
問
一
〕
こ
の
史
料
は
い
つ
作
成
さ
れ
た
か
。
ア
～
オ
の
中
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。

ア

明
治
五
年
八
月

イ

明
治
十
二
年
八
月

ウ

明
治
十
九
年
四
月

エ

明
治
二
十
三
年
十
月

オ

明
治
四
十
一
年
十
月

〔
設
問
二
〕
こ
の
史
料
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
自
由
に
語
っ
て
み
よ
う
。

〈
史
料
二
〉

聖
旨

教
学
大
旨

教
学
ノ
要
、
仁
義
忠
孝
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
、
智
識
才
芸
ヲ
究
メ
、
以
テ
人
道
ヲ
尽
ス
ハ
、
我
祖
訓
国
典
ノ
大
旨
、
上
下
一
般
ノ
教

ト
ス
ル
所
ナ
リ
、
然
ル
ニ
輓
近
専
ラ
智
識
才
芸
ノ
ミ
ヲ
尚
ト
ヒ
、
文
明
開
化
ノ
末
ニ
馳
セ
、
品
行
ヲ
破
リ
、
風
俗
ヲ
傷
フ
者
少

ナ
カ
ラ
ス
、
然
ル
所
以
ノ
者
ハ
、
維
新
ノ
始
首
ト
シ
テ
陋
習
ヲ
破
リ
、
知
識
ヲ
世
界
ニ
広
ム
ル
ノ
卓
見
ヲ
以
テ
、
一
時
西
洋
ノ

所
長
ヲ
取
リ
、
日
新
ノ
効
ヲ
奏
ス
ト
雖
ト
モ
、
其
流
弊
仁
義
忠
孝
ヲ
後
ニ
シ
、
徒
ニ
洋
風
是
競
フ
ニ
於
テ
ハ
、
将
来
ノ
恐
ル
ヽ

所
、
終
ニ
君
臣
父
子
ノ
大
義
ヲ
知
ラ
サ
ル
ニ
至
ラ
ン
モ
測
ル
可
カ
ラ
ス
、
是
我
邦
教
学
ノ
本
意
ニ
非
サ
ル
也
、
故
ニ
自
今
以

往
、
祖
宗
ノ
訓
典
ニ
基
ツ
キ
、
専
ラ
仁
義
忠
孝
ヲ
明
カ
ニ
シ
、
道
徳
ノ
学
ハ
孔
子
ヲ
主
ト
シ
テ
、
人
々
誠
実
品
行
ヲ
尚
ト
ヒ
、

然
ル
上
各
科
ノ
学
ハ
、
其
才
器
ニ
隨
テ
益
々
長
進
シ
、
道
徳
才
芸
、
本
末
全
備
シ
テ
、
大
中
至
正
ノ
教
学
天
下
ニ
布
満
セ
シ

メ
ハ
、
我
邦
独
立
ノ
精
紳
ニ
於
テ
、
宇
内
ニ
恥
ル
ヿ
無
カ
ル
可
シ

小
学
条
目
二
件

一

仁
義
忠
孝
ノ
心
ハ
人
皆
之
有
リ
、
然
ト
モ
其
幼
少
ノ
始
ニ
、
其
脳
髄
ニ
感
覚
セ
シ
メ
テ
培
養
ス
ル
ニ
非
レ
ハ
、
他
ノ
物
事

已
ニ
耳
ニ
入
リ
、
先
入
主
ト
ナ
ル
時
ハ
、
後
奈
何
ト
モ
為
ス
可
カ
ラ
ス
、
故
ニ
当
世
小
学
校
ニ
テ
絵
図
ノ
設
ケ
ア
ル
ニ
準
シ
、
古

今
ノ
忠
臣
義
士
孝
子
節
婦
ノ
画
像
写
真
ヲ
掲
ケ
、
幼
年
生
入
校
ノ
始
ニ
先
ツ
此
画
像
ヲ
示
シ
、
其
行
事
ノ
概
略
ヲ
説
諭
シ
、

忠
孝
ノ
大
義
ヲ
第
一
ニ
脳
髄
ニ
感
覚
セ
シ
メ
ン
ヿ
ヲ
要
ス
、
然
ル
後
ニ
諸
物
ノ
名
状
ヲ
知
ラ
シ
ム
レ
ハ
、
後
来
忠
孝
ノ
性
ヲ
養

成
シ
、
博
物
ノ
学
ニ
於
テ
本
末
ヲ
誤
ル
ヿ
無
カ
ル
ヘ
シ
、

一

去
秋
各
県
ノ
学
校
ヲ
巡
覧
シ
、
親
シ
ク
生
徒
ノ
芸
業
ヲ
験
ス
ル
ニ
、
或
ハ
農
商
ノ
子
弟
ニ
シ
テ
其
説
ク
所
多
ク
ハ
高
尚

ノ
空
論
ノ
ミ
、
甚
キ
ニ
至
テ
ハ
善
ク
洋
語
ヲ
言
フ
ト
雖
ト
モ
、
之
ヲ
邦
語
ニ
訳
ス
ル
ヿ
能
ハ
ス
、
此
輩
他
日
業
卒
リ
家
ニ
帰
ル
ト

モ
、
再
タ
ヒ
本
業
ニ
就
キ
難
ク
、
又
高
尚
ノ
空
論
ニ
テ
ハ
、
官
ト
為
ル
モ
無
用
ナ
ル
可
シ
、
加
之
其
博
聞
ニ
誇
リ
長
上
ヲ
侮

リ
、
県
官
ノ
妨
害
ト
ナ
ル
モ
ノ
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
、
是
皆
教
学
ノ
其
道
ヲ
得
サ
ル
ノ
弊
害
ナ
リ
、
故
ニ
農
商
ニ
ハ
農
商
ノ
学
科



三
頁

ヲ
設
ケ
、
高
尚
ニ
馳
セ
ス
、
実
地
ニ
基
ツ
キ
、
他
日
学
成
ル
時
ハ
、
其
本
業
ニ
帰
リ
テ
、
益
々
其
業
ヲ
盛
大
ニ
ス
ル
ノ
教
則
ア
ラ

ン
ヿ
ヲ
欲
ス

【
問
題
三
】
左
の
〈
史
料
三
〉
及
び
〈
史
料
四
〉
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

〔
設
問
一
〕
こ
れ
ら
の
史
料
は
い
つ
作
成
さ
れ
た
か
。
ア
～
オ
の
中
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。

ア

明
治
五
年

イ

明
治
十
九
年

ウ

明
治
三
十
二
年

エ

大
正
七
年

オ

昭
和
十
二
年

〔
設
問
二
〕
こ
の
史
料
の
教
員
史
上
に
お
け
る
意
味
に
つ
い
て
、
自
由
に
語
っ
て
み
よ
う
。

〈
史
料
三
〉

第
一
条

師
範
学
校
ハ
教
員
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
養
成
ス
ル
所
ト
ス

但
生
徒
ヲ
シ
テ
順
良
信
愛
威
重
ノ
気
質
ヲ
備
ヘ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
注
目
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
二
条

師
範
学
校
ヲ
分
チ
テ
高
等
尋
常
ノ
二
等
ト
ス
高
等
師
範
学
校
ハ
文
部
大
臣
ノ
管
理
ニ
属
ス

第
三
条

高
等
師
範
学
校
ハ
吏
京
ニ
一
箇
所
尋
常
師
範
学
校
ハ
府
県
ニ
各
一
箇
所
ヲ
設
置
ス
ヘ
シ

第
四
条

高
等
師
範
学
校
ノ
経
費
ハ
国
庫
ヨ
リ
尋
常
師
範
学
校
ノ
経
費
ハ
地
方
税
ヨ
リ
支
弁
ス
ヘ
シ

〈
史
料
四
〉

第
一
条

尋
常
師
範
学
校
卒
業
生
ノ
服
務
年
限
ハ
卒
業
証
書
受
得
ノ
日
ヨ
リ
十
箇
年
ト
シ
其
間
教
職
ニ
従

事
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
条

尋
常
師
範
学
校
卒
業
生
ハ
卒
業
証
書
受
得
ノ
日
ヨ
リ
五
箇
年
間
其
府
知
事
県
令
指
定
ノ
学
校
ニ

奉
職
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

但
郡
区
長
ノ
薦
挙
ニ
係
ル
生
徒
ハ
卒
業
証
書
受
得
ノ
日
ヨ
リ
五
箇
年
間
其
郡
区
長
指
定
ノ
小
学

校
ニ
奉
職
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス


